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男鹿市長様をはじめ、たくさんのご来賓や、保護者、ご家族の皆様にご臨
席いただき、閉校式を執り行うことができました。誠に感謝申し上げます。
閉校式では、生徒の潟中ソーラン、スライドショー（回想）、全校合唱など、生徒一人一人が輝いていた式
となりました。本来ならば、歴代職員や卒業生の皆様にもお集まりいただき、昔の思い出話に花を咲かせる
場を設けたいところですが、未だコロナ禍収束の見通しがたたず、出席者を限定した閉校式になりましたこ
とをお詫び申し上げます。実際の閉校は３月末です。生徒も職員一同、もうひと頑張りいたしますので、今
後も本校教育活動にご理解とご協力をお願いたします。

校 長 挨 拶
四季折々の自然豊かなこの八卦台の地も、師走となり、いよいよ冬本

番を迎えようとしています。本校卒業生が一様に思い出として語るのは、
この八卦台から眺めた色彩豊かな四季の移り変わりです。雪を抱き雄大
にそびえる寒風山、優雅に空を舞い飛ぶ白鳥、豊満な水量をたたえる八
郎湖、登下校時の上り坂から見上げる満開の桜、黄色に色づくイチョウ
の回廊、観るものを魅了する美しいパノラマ風景がこの八卦台にあった

と言います。まさしく八卦台の地が、潟中生にとっては思い出の象徴であると推察されます。
《中 略》 本校は、昭和30年４月１日、鵜木中学校と野石中学校の統合により「潟西村立

潟西中学校」として開校しました。開校当初の生徒は490名、各学年３学級でのスタートでした。その
後、市町村統合や町制施行の下、数度、校名を改称しながら、平成17年には、現在の「男鹿市立潟西
中学校」となり、さらに20年には五里合中学校と統合し、開校以来ここまでの
68年間、すばらしい実績を残してまいりました。学力向上や体育、道徳等の研究指定による学習面で
の活躍、部活動では軟式野球部の全県優勝、東北３位・全国大会出場をはじめ、柔道部や陸上競技部
等でもめざましい活躍があり、文武両道の学校として近隣地域や県外にも名を轟かせました。
また、本校は、地域とのつながりや絆がとても深く、地域と共に教育活動を推し進めてまいりまし

た。学校園でのイモの収穫からオガーレでの生徒による販売、なまはげのお面づくり、梨の収穫、進
藤冷菓さんやAKTとのコラボ企画による男鹿梨味のババヘラアイスの商品開発、数え上げればきりがあ
りません。潟中生は地域の自然や歴史を教材とし、地域の方々と深く関わり合いながら多くのことを
学び、人間として大きく成長を遂げてきました。最終年となった今年の生徒は47名、先輩たちの思い
や伝統を引継ぎ、有終の美を飾ろうと一つ一つの行事に、精一杯取り組む様子が随所に見られました。
その姿からは「あふれる愛校心」「尽きないふるさと愛」が感じ取れました。
長きにわたり皆様に愛され、輝かしい歴史を刻んで参りましたが、令和５年３月31日をもって、本

校の歴史に終止符を打ちます。その輝かしい伝統と校風は、今日の潟西中学校を築き上げ、今この場
にいる生徒を含む、総勢6,422名の潟中生によって受け継がれてきました。閉校は惜別の極みではあり
ますが、これまでの多くの先輩方が、困難に屈することなく、夢に向かい、志高く邁進してきた潟中
魂を、１、２年生は統合先の男鹿東中学校で発揮し、３年生は進学先の高校生活に反映していくとと
もに、輝かしい未来へ大きく羽ばたいてください。更なる活躍を祈念しております。 《中 略》
最後となりますが、長きにわたり、本校を支えてくださった男鹿市や市教育委員会、卒業生や保護

者の皆様、地域の皆様、歴代校長先生をはじめ教職員の皆様に、心からの敬意と感謝の意を表します
とともに、本校に関係した全ての皆様方のご多幸をお祈りいたします。潟西中学校が皆様の心にいつ
までも、いつまでも残りますように、感謝の気持ちで閉校のあいさつとさせていただきます。

第23代校長 鳥 井 雅 則



前期終了後に実施した保護者による学校評価「教育活動に関するアンケート」の結果がまとまりました。
全体を通して好評価（全校平均3.4 肯定的回答89％）でした。「学習指導」「教育環境」「学校行事」など
の項目でここ数年で最高となった一方、本校の課題である「学習習慣」「基礎学力」「学習意欲」「自己の肯
定的理解」については、依然として高くはない傾向です。残りの期間、全職員で課題克服と更なる向上を
目指して取り組んでいきます。今後とも本校へのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。

令和４年度 教育活動に関するアンケート調査 集計結果＜全校＞

No 質問項目 質 問 内 容 全校平均 肯定的回答％
R2 R3 R4 R2 R3 R4

1 学校生活 お子さんは、充実した学校生活を送っていると思いますか。 3.6 3.5 3.6 98 96 96

2 学習習慣 お子さんは、学習習慣が身に付いていると思いますか。 2.9 3.0 3.1 76 71 74

3 基礎学力 お子さんは、基礎的な学力が身に付いていると思いますか。 2.9 2.9 3.0 70 75 74

4 学習意欲 お子さんは、意欲的に学習に取り組んでいると思いますか。 2.9 2.8 3.0 70 66 70

5 学習指導 教職員は楽しく分かる授業をしていると思いますか。 3.3 3.4 3.6 91 93 98

6 防災教育 お子さんは、避難・防災訓練などを通して ｢自分の命は自分で守る｣ 3.3 3.3 3.4 94 91 91

ことを学び、意識して生活していると思いますか。

7 教育環境 学校は安心で安全な学びの場を提供していると思いますか。 3.6 3.6 3.7 100 100 100

8 自己の お子さんは、得意なことや努力してきたことを、自分のよさとし 3.1 3.1 3.3 89 73 89

肯定的理解 て捉えることができていると思いますか。
9 生徒指導 教職員は、親身になって指導や支援に当たっていると思いますか。 3.6 3.7 3.6 95 98 96

10 キャリア お子さんは、職場・福祉体験、企業ガイダンス、学級活動などで 3.1 3.0 3.1 77 82 76

教育 学習したことを生かして、将来のことを考えていると思いますか。
11 部活動 お子さんは、充実した部活動を行っていると思いますか。 3.6 3.5 3.6 92 91 92

12 学校行事 校外学習、学校行事（体育祭、潟中祭）などは、適切に行われて 3.6 3.7 3.8 98 96 100

いると思いますか。

13 情報発信 学校は、各種通信などで学校の様子を分かりやすく伝えていると 3.7 3.8 3.7 96 100 100

思いますか。
平 均 3.3 3.3 3.4 88 87 89

＊全校平均は「４：そう思う」「３：ややそう思う」「２：あまりそう思わない」「１：そう思わない」の
数字を点数にし、合計を人数で割ったものです。

＊肯定的回答は「４：そう思う」又は「３：ややそう思う」と回答した人の割合です。
※自由記述（内容の概要）
○一人一人への支援や目配りへの感謝 ○コロナ禍における学校行事開催への感謝 〇閉校に際して潟中
に対する感謝と思い △子どもの学習習慣や学習意欲の不安 ・コロナで欠席時の対策の充実

潟中生の
活 躍

☆秋田県相撲連盟表彰
・奨励賞 石〇〇〇さん、石〇〇さん、

石〇〇〇さん、石〇〇〇さん（監督）

☆男鹿潟上南秋中体連表彰 相撲競技
・栄光賞 石〇〇〇さん、石〇〇さん
・指導者賞 佐々木淳先生

の行事予定
１ 日 元日 年始休業～３日

２ 月 振替休日

５ 木 ３年実力テスト １、２年課題点検日

６ 金 令和高校推薦試験日

７ 土 聖霊高校推薦試験日 書き初め展～12日

９ 月 成人の日

16 月 冬休み明けテスト（１、２年）

18 水 職員会議

19 木 進路指導委員会

20 金 SC来校

25 水 学校納金振替日

29 日 中央地区ソロコンテスト ２名出場

☆12/２ 本校の学校運営協議
会委員でもある、コーヒー珈
音の佐藤毅さんによるコント
ラバスのミニコンサートとキ
ャリア講話（ふるさとや職業
に対する思い）を実施しまし
た。澤木先生のバイオリンと
のハーモニーもすてきでした。


